
1 ひらいずみ議会だより 第184号

平和の祈り厳かに
　世界遺産の日に合わせて中尊寺金色堂前で開催
された「平和の祈り」では、平泉ユネスコ協会文
化財愛護少年団が「世界平和へのメッセージ」を
朗読し、世界平和の祈りを捧げました。

（関連記事 P20）
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定
例
会
６
月
会
議

　

定
例
会
６
月
会
議
は
６
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
９
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
施
策
を
た
だ

し
ま
し
た
。

町が主体で計画性を持って
問　地域課題事業として土側溝の整備等が
扱われている。地域課題ではなく、事前
防災策として町が実施すべきものではな
いか。

答　地域課題と町の課題の区分は必要であ
る。情報共有をしながら、これまでと今
後の取り組みを伝えていきたい。

周知の徹底を
問　昨年も実施された省エネ家電買換購入
促進費補助金事業の周知方法は。
答　昨年度は町のHP、広報などを活用し
てきたが、今年は町公式 LINE も活用し
ていきたい。

どうなる？学校給食費
問　食料費は高騰し、今後の見通しもつかない。
給食費への影響はどのようになっているか。
答　価格上昇分を見込んだ額を補正予算に計上し
た。中学校では1食あたり44円の増額で対応し
ている。

キャッシュレス決済の活用を
問　キャッシュレス決済の活用事業の進捗・利用状況は。
答　2月の10日間で総額900万円の利用実績がある。今後、旅先納税の
実施を想定するなら、小店舗の電子決算の基盤整備が不可欠である。

地域おこし協力隊は3名から6名へ
問　地域おこし協力隊業務委託料が240万円増額された
理由は。
答　今年度は、6名の地域おこし協力隊を任命している。
国の方針で一人当たりの年額を40万円増額したため、
その6名分で240万円増額された。

整備を早急に（4区地内）

消防車両のその後は
問　これまで古くなった消防車両の扱いは
どうなっていたのか。
答　役場特設消防隊の車両として活用され
てきた。役場特設消防隊の車両が充足し
ている場合は廃車としている。

消防車両は必須（第七分団）

販路の拡大を

町民町民のの声声 　物価高騰対策に期待。
昨年、この支援で冷蔵庫
を購入しました。物価高
騰の昨今、とても家計に
役立ち助かりました。
……………………………
阿
あ

部
べ

初
はつ

枝
え

さん
（平泉字北沖）

町民町民のの声声 　給食費の値上げは、家
計に影響するので行って
欲しくない。給食費の無
料化について、子育て支
援の一環として取り組ん
で頂きたい。
………………………
南
なん

洞
とう

麻
あさ

美
み

さん
（平泉字志羅山）

町内農家の維持に向けて
問　営農継続農業機械支援事業補助金
が補正予算に200万円組み込まれて
いる。利用状況と評価はどうか。

答　労働軽減が図られ、営農意欲が高
まったという声、今後もこの事業を
継続して欲しいという前向きな意見
があった。

町民町民のの声声 　急遽機械が必要な時に、補助金申請が
受けられないのはどうかと思うが、これ
からの営農を計画的に行う際に事業を利
用することは、大いに助かる。ただ、バ
ラマキ感が無いように注意してもらいた
い。要望として、町道を草刈りしている
行政区や個人がいるので、そのところも
考慮してもらいたい。
………………………………………………

小
お

埜
の

寺
でら

金
きん

市
いち

さん
（長島字二反田）

山積!
町民に寄り添い町民に寄り添い課題課題はは

解 決 を
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議案内容と審議結果　賛否のあった議案以外は全員賛成で可決しています。
議会定例会6月会議（6月6日～ 13日）

議会に寄せられた陳情を公開します
政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を

公務・公共サービスの拡充を

　職員が庁舎内において、不当に政党機関紙の勧誘を受けた
り、集金・配達行為等に応じていないかの実態調査と、心理的
圧力を受けた職員がいれば、以後ハラスメントが起こらないよ
うに求める陳情がありました。

　国の行政機関の機構・定員管理に関する方針の撤回、国家公
務員の増員によって、国民のいのち・くらし・権利を守るため
の行政体制を確保すること等に関する陳情がありました。

皆さんからの請願を審査しました

反対です 討論 賛成です
法改正に則るべき

大友　仁子 議員
　教職員の加配削減は行わないと法改正の
附帯決議に明記されている。

より良い教育環境のために
髙橋　伸二 議員

　少人数学級は子どもたちへの丁寧な対応
が可能であり、苦手分野の克服、得意分野
を活かした学びが可能である。

賛否のあった議題
議員名

議　案

小
埜
寺　

享

千
葉
多
嘉
男

大
友　

仁
子

氷
室　

裕
史

阿
部　

圭
二

三
枚
山
光
裕

真
篭　

光
幸

髙
橋　

伸
二

佐
藤　

孝
悟

千
葉　

勝
男

升
沢　

博
子

髙
橋　

拓
生

賛　
　

成

反　
　

対

採
決
結
果

請願第１号
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかる
ための、2025年度政府予算に係る意見書採択
の請願

〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 - 8 3 採択

発議第12号 ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるた
めの、2025年度政府予算に係る意見書の提出 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 - 8 3 可決

賛否の公表

※採決に議長は参加していません。

議案及び内容 関 連
ページ

条例一部改正
平泉町町税条例の一部を改正する条例
（能登半島地震災害に係る雑損控除額等の特例を定めるための一部改正）
平泉町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
（家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の改正に伴う一部改正）
事件案件
財産の取得　（消防ポンプ自動車１台の取得3,190万円） 3
令和6年度補正予算
一般会計（第3号）
（定額減税補足給付金6,192万円、物価高騰対応低所得者支援給付金2,550万円、省エ
ネ家電買換購入促進費補助金500万円、地域農業計画実践支援事業費補助金461万8千
円、エネルギー価格高騰影響緩和支援金905万円など）

2・3

報告
繰越明許費繰越計算書
（戸籍住民基本台帳事業1,395万3千円、物価高騰対応低所得者支援事業1,771万円、
土木施設災害復旧事業966万8千円、農業用施設災害復旧事業350万円、農地災害復旧
支援事業97万2千円を令和6年度に繰り越し）
繰越明許費繰越計算書
（駐車場案内システム修繕事業465万5千円を令和6年度に繰り越し）
議員発議
総務教民常任委員会所管の調査事項 16
産業建設常任委員会所管の調査事項 17
広報広聴常任委員会所管の調査事項
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、2025年度政府予算に係る意見書
（衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、文部
科学大臣へ提出）

5

議会定例会5月会議（5月30日）
議案及び内容 関 連

ページ

令和6年度補正予算
国民健康保険特別会計（第２号）（前年度繰上充用金799万7千円増）

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、
2025年度政府予算に係る意見書

請
願
事
項

1、さらなる少人数学級の検討
2、教職員定数改善の推進
3、学級編成基準の弾力的運用
4、義務教育費国庫負担割合の引き上げ

採択の結果、賛成多数で採択され、国へ意見書を提出しました。
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一　般　質　問 一　般　質　問

ここが聞きたい !ここが聞きたい !
　一般質問は、議員が執行機関である町長などに対し、事業に状況や将来の方針などの
諸問題について問うものです。
　平泉町では一人60分以内の制限時間で質問を行います。

P ７ 髙橋　伸二議員
①健康福祉交流館経営の「地方独立行政法人化」

P ８ 千葉　多嘉男議員
①子育て支援課・こども家庭センターの設置に伴う事
業内容

②放課後児童健全育成としての放課後児童クラブの運
営

③小学校の学級編成及び教諭等の配当基準
④スクールガードの活動と人選

P ９ 大友　仁子議員
①各種の予防接種事業
②役場窓口に利便性を

P10 小埜寺　享議員
①農業振興
②災害対策

P11 真篭　光幸議員
①生ごみの減量化の取組み
②少子高齢化による農業従事者の先細り対策
③改正障害者差別解消法への対応
④学校のデジタル化

P12 升沢　博子議員
①こども家庭センター設置に伴う子育て支援体制
②幼稚園、保育所のこども園移行

P13 三枚山　光裕議員
①農業振興
②国民健康保険税

P14 阿部　圭二議員
①学校給食費無償化
②難聴者の補聴器購入に対する補助制度創設

P15 氷室　裕史議員
①道路整備

※各議員の質問ページの氏名隣りのＱＲコードか
ら、個人の質問の内容がご覧になれます。

髙
たか

橋
はし

伸
しん

二
じ

 議員

施設経営を独立行政法人化に
答 経営の法人化は研究・検討する

悠
久
の
湯
の
課
題
と
経
営
改
善
策
は

答
複
合
的
課
題
に
対
応
を
整
理
し
取
り
組
む

　

経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
よ
る
町

営
温
泉
「
活
性
化
調
査
事

業
報
告
書
」
を
受
け
た
町

の
温
泉
事
業
の
在
り
方

は
。

　

赤
字
が
続
く

町
営
温
泉
は

「
固
定
費
の
削
減
」、「
入

館
料
の
改
定
」、「
老
朽
化

し
た
設
備
の
更
新
」
等
、

課
題
は
複
合
的
で
あ
り
、

対
応
を
整
理
し
、
経
営
改

善
に
取
り
組
む
。

　

調
査
事
業
報
告

書
が
示
し
た
「
分

析
結
果
と
課
題
」
に
対

し
、
今
後
、
町
が
取
り
組

む
方
向
性
と
内
容
は
。

　

一
般
会
計
か

ら
多
額
の
繰
り

入
れ
の
依
存
体
質
で
あ

り
、
早
期
に
対
応
す
べ
き

も
の
、
慎
重
に
検
討
し
対

応
す
べ
き
も
の
を
整
理

し
、
改
善
の
取
組
み
を
進

め
る
。　

そ
の
た
め
の
具

体
的
な
取
り
組
み

は
。

　

固
定
費
の
削

減
に
つ
な
が
る

経
費
の
節
減
に
努
め
、
入

館
料
を
含
む
使
用
料
の
改

定
、
休
館
日
の
見
直
し
に

向
け
検
討
を
進
め
て
い

る
。

　

老
朽
設
備
の
改
修
に
必

要
な
財
源
確
保
も
含
め

て
、
十
分
な
検
討
・
協
議

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
施
設
運

営
の
在
り
方
は
、

現
実
に
即
し
た
個
別
具
体

的
な
施
策
の
実
施
が
求
め

ら
れ
て
い
な
い
か
。

　

入
館
料
の

割
引
や
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
の
廃
止
、
食

　

町
が
自
ら
主
体

と
な
っ
て
直
接
実

施
す
る
必
要
の
な
い
温
泉

事
業
を
効
率
的
か
つ
効
果

的
に
行
う
こ
と
が
可
能
と

な
る
「
地
方
独
立
行
政
法

問

問問

問

町

長

町

長

町

長

町
民
福
祉

課

長

人
法
」
の
活
用
も
必
要
で

は
な
い
か
。

　

町
営
温
泉

は
、
町
民
の
健

康
維
持
増
進
、
人
々
の
交

流
、
福
祉
の
向
上
と
言
う

理
念
は
変
え
ず
町
の
直
接

経
営
を
維
持
し
た
い
。

　

し
か
し
、
固
定
費
の
引

き
下
げ
と
い
う
経
営
課
題

も
抱
え
て
い
る
中
で
、
部

分
的
な
経
営
譲
渡
や
経
営

手
法
の
検
討
も
必
要
で
あ

り
、
地
方
独
立
行
政
法
人

法
の
活
用
を
含
め
研
究
を

進
め
る
。

　

町
営
で
あ
る
が

ゆ
え
に
赤
字
体
質

は
今
後
も
続
き
、
収
益
化

は
難
し
く
、
現
状
の
ま
ま

で
は
収
支
の
改
善
や
繰
入

金
の
減
少
に
向
か
う
見
込

み
は
無
い
。

　

調
査
の
目
的
は
、
現
実

に
即
し
た
対
応
で
温
泉
経

営
の
今
後
の
方
向
性
を
出

す
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

　

健
康
福
祉
交

流
館
は
、
満
足

度
や
幸
福
度
と
い
う
福
祉

の
心
を
育
て
る
目
的
が
あ

り　

皆
の
町
民
温
泉
と
い

う
理
念
を
守
り
な
が
ら
変

え
て
い
く
べ
き
と
こ
ろ
は

変
え
、
内
容
を
さ
ら
に
精

査
し
示
し
た
い
。

問

問 町

長

町

長町営温泉の経営課題は、特定の課や町営温泉の経営課題は、特定の課や
利用者だけの問題ではない、町全体利用者だけの問題ではない、町全体
の課題である。の課題である。
町民と212人職員の知恵と力を、み町民と212人職員の知恵と力を、み
んなで出し合えば、隘路は開ける。んなで出し合えば、隘路は開ける。

堂
の
メ
ニ
ュ
ー
単
価
の
見

直
し
を
既
に
実
施
し
て
い

る
が
、
さ
ら
に
精
査
、
検

討
し
、
改
善
し
て
い
く
。

　

設
備
の
更
新
無

く
し
て
温
泉
経
営

の
継
続
は
困
難
で
あ
る
。

投
資
的
経
費
の
分
析
と
財

源
確
保
策
は
。

　

現
在
更
新

費
用
の
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
財
政
担

当
課
と
の
協
議
を
踏
ま
え

財
源
確
保
に
努
め
る
。

町
民
福
祉

課

長

問

経営改善を待つ「悠久の湯」

一般質問で町の考えを問う

議長交際費を公表します議長交際費を公表します
４月分 17,000円

（各団体総会、歓送迎会、任命式会
費など）

５月分 40,000円
（各団体総会、交流会、表彰式会費
など）

６月分 14,500円
（各団体総会会費、
平和大行進協賛金など）

※詳細はＨＰをご覧ください。

議会定例会議会定例会
9月会議のお知らせ9月会議のお知らせ
9月9日㈪～19日㈭
開催予定

※本会議はインターネットで
生中継しています。

※傍聴にお越しください。
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一　般　質　問 一　般　質　問

千
ち

葉
ば

多
た

嘉
か

男
お

 議員大
おお

友
とも

仁
さと

子
こ

 議員

放課後児童クラブの土曜保育は
答 常時開所できるよう取り組む

役場窓口の利便性の向上を
答 現状に合った窓口を検討する

で
あ
る
。
解
消
に
向
け
て

適
切
な
人
数
確
保
に
向
け

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

　

す
ぎ
の
子
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
は
、

部
屋
が
手
狭
に
感
じ
ら
れ

る
が
、
面
積
基
準
を
満
た

し
て
い
る
の
か
。

　

面
積
要
件

は
満
た
し
て

お
り
問
題
な
い
。
し
か
し

６
年
生
に
は
狭
い
と
思
わ

れ
る
。
隣
の
校
庭
を
う
ま

く
利
用
し
て
い
き
た
い
。

　

放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
運
営
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

　

土
曜
日
は
、

指
導
員
の
勤
務

調
整
な
ど
も
踏
ま
え
、
希

望
者
が
い
な
い
場
合
に
は

閉
所
し
て
い
る
。
指
導
員

の
募
集
確
保
に
向
け
て
、

児
童
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
、

土
曜
日
の
開
所
に
つ
い

て
、
常
時
開
所
で
き
る
よ

う
協
議
を
重
ね
な
が
ら
取

り
組
む
。

　

支
援
員
の
配
置

が
困
難
で
あ
れ

ば
、
相
応
分
に
つ
い
て
委

託
に
加
算
す
る
な
ど
、
利

用
者
が
４
人
未
満
の
場
合

で
も
開
所
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

す
ぎ
の
子

ク
ラ
ブ
は
、

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
と

な
っ
て
い
る
。
何
ら
か
の

理
由
で
配
置
が
難
し
く
毎

週
開
所
し
て
い
な
い
状
況

小
学
校
の
副
担
任
の
配
置
は

答
加
配
教
員
等
で
対
応
す
る

予
防
接
種
の
徹
底
を答

情
報
発
信
を
進
め
る

　

平
泉
小
学
校
の

１
年
生
が
33
人
の

た
め
１
ク
ラ
ス
と
な
っ
て

い
る
。
同
小
学
校
の
２
年

生
は
36
人
の
た
め
２
ク
ラ

ス
で
あ
る
。
数
人
の
違
い

で
１
ク
ラ
ス
と
な
っ
た
１

年
生
の
指
導
に
当
た
る
担

任
の
負
担
は
ど
う
で
あ
る

か
。
ま
た
、
子
供
達
一
人

ひ
と
り
へ
の
か
か
わ
り
が

不
足
す
る
こ
と
は
な
い
の

か
。
担
任
以
外
の
副
担
任

の
配
置
は
あ
る
の
か
。

　

教
職
員
の

数
は
、
通
常

学
級
と
特
別
支
援
学
級
の

数
に
応
じ
て
配
置
さ
れ
て

い
る
。
平
泉
小
学
校
に
限

り
特
別
に
副
担
任
を
配
置

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
学

校
が
個
々
に
抱
え
る
課
題

解
決
の
た
め
、
加
配
教
員

が
１
名
配
置
さ
れ
て
い

る
。
町
独
自
で
特
別
支
援

教
育
支
援
員
が
５
名
配
置

さ
れ
て
お
り
、
児
童
一
人

ひ
と
り
へ
の
関
わ
り
を
最

大
限
確
保
で
き
る
よ
う
努

め
る
。　

町
長
と
教
育
長

は
、
人
数
の
多
い

ク
ラ
ス
を
見
に
行
く
機
会

を
設
け
て
頂
き
実
態
を
把

握
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
ま
で

も
教
育
委
員

会
で
は
学
校
へ
出
向
き
、

子
供
た
ち
の
様
子
を
見
て

い
る
。
町
長
の
学
校
訪
問

は
今
後
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

•
子
育
て
支
援
課
・
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
事

業
内
容

　

子
宮
頸
が
ん

に
よ
り
年
間
約

一
万
一
千
人
の
女
性
が
罹

患
し
、
約
２
９
０
０
人
が

亡
く
な
っ
て
い
る
。
検
診

受
診
率
は
３
割
で
あ
る
。

受
診
率
向
上
へ
の
取
組
み

は
。

　

受
診
率
向
上

の
た
め
、
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
の
5
歳
刻

み
の
方
を
対
象
に
、
節
目

検
診
無
料
券
の
配
布
や
、

検
診
の
受
診
勧
奨
、
再
勧

奨
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
最
終
年
度
で
あ
る
今
年

度
の
接
種
期
限
を
迎
え
る

高
校
1
年
生
か
ら
27
歳
相

当
の
未
接
種
者
へ
の
対
応

策
は
。

　

通
知
に
よ
る

接
種
勧
奨
と
、

広
報
や
子
育
て
応
援
ナ
ビ

な
ど
を
活
用
し
た
情
報
発

信
を
進
め
る
。

　

厚
労
省
審
議
会

で
の
調
査
結
果
に

よ
る
と
、
ワ
ク
チ
ン
に
関

す
る
情
報
を
見
聞
き
し
た

情
報
源
に
つ
い
て
、
学
校

で
の
授
業
や
講
演
で
は
、

13
･
9
％
と
の
認
識
を
示

し
た
。
今
ま
で
、
小
中
学

校
に
お
い
て
、
こ
の
様
な

事
例
は
あ
る
か
。

　

今
ま
で

は
、
学
校
で

の
ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
授

業
や
講
演
な
ど
は
、
実
施

し
て
い
な
い
が
、
今
後
検

討
す
る
。

　

帯
状
疱
疹
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
率

は
２
割
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
の
接
種
勧
奨
と
助
成

の
拡
大
は
。

　

費
用
助
成
対

象
者
に
は
、
個

別
に
案
内
文
書
で
周
知
徹

底
に
努
め
る
。
助
成
の
拡

大
は
考
え
て
い
な
い
。

問

問

問

問

町

長

町

長

町

長

教
育
次
長

　

軟
骨
伝
導
イ
ヤ

ホ
ン
は
、
耳
の
軟

骨
部
分
に
軽
く
触
れ
る
程

度
に
振
動
子
を
装
着
す
る

だ
け
で
、
良
好
な
聞
こ
え

を
確
保
出
来
る
。
ま
た
、

小
さ
な
音
で
も
明
瞭
に
聞

こ
え
る
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
を
役
場
窓
口
に
導
入
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　

今
後
は
、
高

齢
化
が
進
む
な

ど
、
聞
き
に
く
さ
へ
の
サ

ポ
ー
ト
が
多
く
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

　

窓
口
を
利
用
さ
れ
る
住

民
の
要
望
や
状
況
を
踏
ま

え
、
来
庁
者
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
円
滑

に
と
れ
る
よ
う
な
窓
口
の

整
備
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　

役
場
窓
口
に
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
、
町
外
か
ら
の
転
入
や

転
出
、
町
内
転
居
の
手
続

き
に
「
書
か
な
い
窓
口
」

を
導
入
す
る
考
え
は
な
い

か
。

　

庁
内
で
組
織

す
る
Ｄ
Ｘ
推
進

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会

議
で
本
年
度
の
検
討
事
項

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

現
状
に
合
っ
た
窓
口
と
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
の

必
要
性
を
検
討
す
る
。

問

問

町

長

町

長

書かないワンストップの窓口へ

「何度も同じ項目を書かされる」「都「何度も同じ項目を書かされる」「都
度、窓口で待たされる」「複数の窓口度、窓口で待たされる」「複数の窓口
に回される」などの課題を「書かないに回される」などの課題を「書かない
ワンストップ窓口」に期待する。ワンストップ窓口」に期待する。

初議会で一般質問は緊張して思初議会で一般質問は緊張して思
い通りの発言が出来なかった。い通りの発言が出来なかった。
自己採点は30点自己採点は30点

問 問

問

町

長

子
育
て

支
援
課
長

子
育
て

支
援
課
長

常時開所できる児童クラブを

多人数クラスに副担任を

問

問教
育
次
長

教
育
長

•
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
活

動
と
人
選
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農
的
関
係
人

口
創
出
は
、
将

来
的
な
農
業
従
事
者
確
保

対
策
の
鍵
を
握
る
と
捉
え

て
い
る
。

　

平
泉
の
水
田
の

耕
作
面
積
は
、
２

０
１
０
年
か
ら
２
０
２
０

年
の
10
年
間
で
１
８
１
㌶

減
少
し
た
。
担
い
手
は
60

代
と
70
代
で
あ
り
、
20
年

す
れ
ば
引
退
す
る
。
そ
の

後
の
展
望
を
伺
う
。

　

町
と
し
て
方

針
は
定
ま
っ
て

い
な
い
。
今
後
農
業
の
厳

し
い
状
況
を
打
開
す
る
た

め
の
検
討
を
し
て
い
く
。

　

広
域
的
地
域
活

性
化
基
盤
整
備
法

を
活
用
し
て
、
週
末
に
平

泉
で
農
業
を
す
る
２
地
域

居
住
の
推
進
策
の
検
討
を

す
べ
き
で
は
。

　

議
員
の
意
見

も
踏
ま
え
検
討

し
た
い
。

新たな農業従事者の確保は
答 将来的な農業従事者確保の鍵を握ると考える

小
お

埜
の

寺
でら

享
とおる

 議員真
ま

篭
ごめ

光
みつ

幸
ゆき

 議員

耕作放棄地の対応策は
答 地域計画の目標地図を作成・検討

災
害
物
資
支
援
の
締
結
状
況
は

答
13
団
体
と
協
力
協
定
の
締
結

生
ゴ
ミ
の
水
切
り
の
周
知
は

答
広
報
で
意
識
啓
発
活
動
に
取
組
む

　

地
域
の
耕
作
放

棄
地
が
増
加
し
、

農
業
従
事
者
へ
の
負
担
は

大
き
い
。
新
規
就
農
者
は

い
る
の
か
。
ま
た
、
町
内

の
他
の
地
域
か
ら
の
協
力

は
得
ら
れ
て
い
る
か
。

　

令
和
元
年
か

ら
の
５
年
間
に

６
人
が
新
規
就
農
し
、
長

期
的
に
支
援
を
行
い
な
が

ら
中
心
的
な
担
い
手
と
し

て
期
待
し
て
い
る
。
ま

た
、
行
政
区
間
を
越
え
営

農
し
て
い
る
方
も
い
る
の

で
農
業
者
間
で
の
協
力
も

得
ら
れ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

令
和
５
年
９
月

現
在
、
岩
手
県
内

で
は
異
業
種
か
ら
95
法
人

が
農
業
参
入
し
て
い
る
。

町
内
で
参
入
し
て
い
る
法

人
は
あ
る
か
。

　

現
時
点
で
は

当
町
に
お
い
て

農
業
参
入
し
て
い
る
異
業

種
法
人
は
な
い
。

　

現
在
の
担
い
手

は
年
齢
層
が
高

く
、
危
機
感
を
持
っ
て
農

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

企
業
参
入
や
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
協
同
組
合
制
度

の
取
り
組
み
等
、
い
ろ
い

ろ
な
観
点
か
ら
早
急
に
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。　

来
年
３
月
末

ま
で
に
作
成
す

る
地
域
計
画
の
目
標
地
図

を
基
本
に
、
担
い
手
と
地

域
住
民
の
方
々
の
意
向
を

踏
ま
え
、
集
積
や
農
業
法

人
と
い
っ
た
具
体
的
な
内

容
を
盛
り
込
み
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

問

問 問

副
町
長

町

長

町

長

休耕田の有効活用を

分別のルールを具体的に周知している自治体

　

町
の
防
災
マ
ッ

プ
に
、
災
害
警
戒

区
域
内
に
避
難
場
所
を
指

定
し
て
い
る
箇
所
が
見
受

け
ら
れ
る
。
災
害
の
種
類

に
よ
り
詳
細
な
避
難
場
所

を
指
定
す
る
こ
と
で
、
支

援
対
応
を
円
滑
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

　

詳
細
位
置
を

把
握
し
て
お
く

こ
と
は
、
迅
速
な
避
難
行

動
が
可
能
で
あ
り
、
人
員

の
調
整
や
必
要
な
物
資
確

保
の
計
画
が
で
き
、
効
率

的
か
つ
安
全
な
避
難
に
つ

な
が
る
。
新
た
な
防
災

マ
ッ
プ
は
、
地
域
の
実
情

と
防
災
情
報
が
反
映
で
き

る
よ
う
取
り
組
む
。

　

災
害
発
生
時
の

支
援
物
資
不
足
が

考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
の

民
間
企
業
と
の
協
力
協
定

の
締
結
状
況
は
。

　

各
種
13
団
体

と
災
害
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。
今
後

も
、
民
間
事
業
者
と
の
締

結
に
向
け
協
議
の
申
入
れ

を
お
こ
な
う
。

問 問

町

長

町

長

農業問題は、全国的な問題。とは農業問題は、全国的な問題。とは
いえ手を拱いている訳にはいかないえ手を拱いている訳にはいかな
い。平泉らしさを追及し皆さんとい。平泉らしさを追及し皆さんと
解決して行きたい。解決して行きたい。

人口減少にあえぐ地方の活性化の手段と人口減少にあえぐ地方の活性化の手段と
して、地方と都市の双方に生活拠点を持して、地方と都市の双方に生活拠点を持
つ二地域居住を促進する法案が成立しまつ二地域居住を促進する法案が成立しま
した。地方の活性化の転機になります。した。地方の活性化の転機になります。

安心安全な避難と避難所の構築を

　

平
泉
町
の
燃
え

る
ゴ
ミ
は
年
間

１
６
８
０
㌧
で
あ
る
。
そ

の
内
生
ゴ
ミ
が
５
０
４
㌧

う
ち
水
分
が
４
０
３
㌧
で

あ
る
。
生
ゴ
ミ
を
水
切
り

す
る
と
３
０
２
㌧
と
な

り
、
年
間
12
％
の
ゴ
ミ
焼

却
量
の
減
少
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
具
体
の
数
字
を

示
し
て
、
協
力
を
促
す
取

組
み
を
す
べ
き
で
は
。

　

広
報
で
の

周
知
を
図
り

な
が
ら
ゴ
ミ
の
減
量
に
取

組
む
。　

生
ゴ
ミ
処
理
機

導
入
補
助
制
度
を

平
成
27
年
に
廃
止
し
て
い

る
が
、
復
活
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　

そ
う
し
た

要
望
が
あ
れ

ば
検
討
し
た
い
。

　

ゴ
ミ
分
別
の
仕

方
の
告
知
も
工
夫

が
欲
し
い
。
役
場
町
民

ホ
ー
ル
へ
の
現
物
掲
示
や

収
集
所
へ
の
イ
ラ
ス
ト
に

よ
る
分
別
の
仕
方
の
貼
り

出
し
な
ど
、
具
体
の
取
組

み
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　

一
関
地
区

広
域
行
政
組

合
の
発
刊
し
て
い
る
情
報

誌
や
ア
プ
リ
を
活
用
さ
れ

た
い
。

問

問問

問

町
民
福
祉

課

長

町
民
福
祉

課

長

町
民
福
祉

課

長

問

そ
の
他
の
質
問

•
改
正
障
害
者
差
別
解
消

法
へ
の
対
応

・
学
校
の
デ
ジ
タ
ル
化

町

長

増える耕作放棄農地

副
町
長

副
町
長

　

農
福
連
携
や
農

的
関
係
人
口
づ
く

り
な
ど
、
新
た
な
視
点
に

立
つ
農
業
従
事
者
確
保
の

展
望
は
ど
う
か
。

問
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一　般　質　問 一　般　質　問

升
ます

沢
ざわ

博
ひろ

子
こ

 議員三
さん

枚
まい

山
やま

光
みつ

裕
ひろ

 議員

5歳児検診実施の検討を
答 必要性を認識、準備を進める

子どもの国保税の減免を
答 現行方式の均等割課税で

幼
稚
園
・
保
育
所
を「
こ
ど
も
園
」
に

答
移
行
に
向
け
て
協
議
す
る

土
地
改
良
区
の
賦
課
金
減
額
を

答
協
議
し
て
い
る
が
、
再
度
研
究
し
た
い

　

母
子
保
健
と
児

童
福
祉
の
一
体
的

な
支
援
を
行
う
「
子
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
」
が
４
月

に
開
設
し
た
。

　

業
務
の
一
元
化
は
子
育

て
支
援
の
強
化
に
つ
な
が

る
か
。

　

両
機
能
を
一

体
的
に
運
営
す

る
こ
と
に
よ
り
、
連
携
・

協
働
が
深
め
ら
れ
、
個
々

の
家
庭
に
応
じ
た
相
談
支

援
が
図
ら
れ
、
効
果
的
な

支
援
事
業
の
推
進
に
繋
が

る
。

　

発
達
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
乳
幼

児
健
診
や
保
育
現
場
で
の

気
づ
き
か
ら
、
適
切
な
支

援
に
繋
が
っ
て
い
る
か
。

　

就
学
前
か

ら
の
支
援
が

必
要
な
場
合
に
は
、
児
童

発
達
支
援
事
業
や
、
発
達

支
援
教
室
に
繋
げ
て
い

る
。
子
ど
も
の
特
性
に
応

じ
た
関
わ
り
方
を
学
ぶ

「
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
へ
の
参
加
も
促
し
て

い
る
。　

現
行
の
乳
幼
児

健
診
に
加
え
、
言

語
の
理
解
能
力
や
、
社
会

性
が
高
ま
る
５
歳
児
の
健

診
で
、
子
ど
も
の
特
性
を

早
期
に
把
握
す
る
「
５
歳

児
検
診
」
を
実
施
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

健
診
や
保
育

現
場
で
の
早
い

段
階
の
気
づ
き
が
重
要
で

あ
り
、
必
要
性
を
認
識
し

て
い
る
。
実
施
に
は
医
師

な
ど
の
専
門
職
の
確
保
が

必
要
で
あ
り
、
教
育
委
員

会
な
ど
と
協
議
し
な
が
ら

準
備
を
進
め
て
い
く
。

問

問 問

町

長

町

長

子
育
て

支
援
課
長

子どもたちの元気な声が響く二葉きらり園

　

平
泉
幼
稚
園
の

入
園
児
が
減
少
し

て
い
る
と
聞
く
が
、
現
状

は
。

　

令
和
６
年
度

は
３
歳
児
２

名
、
４
歳
児
２
名
、
５
歳

児
９
名
と
な
っ
て
お
り
、

今
年
度
か
ら
は
３
歳
児
４

歳
児
ク
ラ
ス
は
複
式
学
級

を
導
入
し
て
い
る
。

　

平
成
27
年
の
国

の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
の
導
入
に

よ
り
幼
稚
園
と
保
育
所
の

良
さ
を
併
せ
持
つ
「
認
定

こ
ど
も
園
」
の
設
置
が
推

奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

当
町
は
他
自
治
体
に
先

駆
け
幼
保
一
体
的
な
建
物

で
運
営
し
て
い
る
が
、
幼

稚
園
児
数
の
減
少
に
よ

り
、
幼
児
教
育
と
保
育
の

バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

　

改
め
て
、
教
育
と
保
育

の
基
本
機
能
に
則
っ
た
こ

ど
も
園
化
を
図
る
時
期
で

は
な
い
か
。

　

子
育
て
世
帯

を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
に
よ
り
、
幼
稚

園
単
体
で
の
集
団
生
活
、

活
動
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
認
定
こ

ど
も
園
の
移
行
に
向
け
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

問問 教
育
長

教
育
長教育部の中に子育て支援教育部の中に子育て支援

課を置いて、一体的な機課を置いて、一体的な機
構にしている町も。課題構にしている町も。課題
共有しやすそうですね。共有しやすそうですね。

驚いた！改正「食料・農業・農村基本驚いた！改正「食料・農業・農村基本
法」農家も役場も認識が薄い。食料自給法」農家も役場も認識が薄い。食料自給
率目標の投げ捨てと輸入重視に。食料不率目標の投げ捨てと輸入重視に。食料不
足は芋作れ！罰金刑も。戦前と同じ？足は芋作れ！罰金刑も。戦前と同じ？

　

食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
改

正
案
が
自
民
、
公
明
、
日

本
維
新
の
会
の
賛
成
多
数

で
成
立
し
た
。
最
大
の
問

題
は
、
食
料
自
給
率
を
国

政
の
課
題
か
ら
事
実
上
投

げ
捨
て
て
い
る
こ
と
だ
。

町
の
認
識
を
伺
う
。

　

食
料
自
給
率

向
上
に
加
え
、

食
料
の
安
全
保
障
の
確
保

に
関
す
る
目
標
を
新
た
に

設
定
す
る
改
正
で
あ
る
。

国
際
情
勢
の
変
化
を
踏
ま

え
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

　

現
行
法
に
は
食

料
自
給
率
の
目
標

が
あ
る
。
改
正
で
独
立
し

た
食
料
自
給
率
の
目
標

が
「
そ
の
他
の
も
の
」
と

一
緒
に
な
っ
た
。
そ
の
内

容
は
輸
入
に
頼
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
担
当
課
で

は
新
旧
改
訂
を
把
握
し
て

い
る
の
か
。

　

公
文
書
は
未

達
で
あ
る
が
、

ネ
ッ
ト
や
新
聞
等
で
報
道

さ
れ
て
特
徴
は
把
握
し
て

い
る
。　

米
農
家
は
時
給

10
円
に
も
満
た
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
土

地
改
良
区
の
賦
課
金
が
過

大
な
負
担
と
な
り
、
担
い

手
不
足
に
も
拍
車
を
か
け

て
い
る
。
国
土
保
全
、
食

料
の
問
題
は
国
が
責
任
を

取
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
が
行
う
省
庁
交
渉
の
要

望
に
入
れ
る
こ
と
は
検
討

で
き
な
い
か
。

　

町
独
自
の
方

針
の
中
に
据
え

な
が
ら
、
町
村
会
や
県

と
も
連
携
し
な
が
ら
既
に

行
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。

特
に
転
作
の
支
援
金
に
関

問

問問 副
町
長

町

長

し
て
は
農
林
水
産
省
に
直

接
赴
き
、
話
を
し
た
経
緯

も
あ
る
。
今
は
国
も
全
体

的
な
食
糧
の
転
換
期
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
実
情
を

把
握
し
、
国
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町

長

　

国
保
税
の
引
き

下
げ
に
つ
い
て
、

18
歳
ま
で
減
免
で
き
な
い

の
か
。
ま
た
、
国
保
の
対

象
は
何
人
で
、
必
要
な
金

額
は
ど
の
程
度
か
。

　

現
在
、
未

就
学
児
は
20

名
で
あ
る
。
小
学
１
年
生

か
ら
18
歳
ま
で
の
人
数
は

52
名
で
あ
る
。
全
額
減
免

に
必
要
な
金
額
は
合
わ
せ

て
１
２
３
万
３
０
０
０
円

と
試
算
し
て
い
る
。

　

国
保
税
は
地
方

行
政
の
中
で
も
最

大
の
課
題
と
言
わ
れ
て
い

る
。
減
免
に
必
要
な
額
は

１
２
３
万
３
千
円
と
決
し

て
大
き
な
額
で
は
な
い
。

基
金
が
多
い
金
ケ
崎
町
は

大
幅
引
き
下
げ
を
行
っ

た
。
平
泉
町
も
引
き
下
げ

て
は
ど
う
か
。

　

基
金
残
高

は
令
和
５
年

度
末
で
１
億
５
０
０
０
万

余
で
あ
る
。
賦
課
方
式
を

今
年
度
か
ら
３
方
式
に
変

更
し
、
当
初
予
算
の
中
で

は
財
政
調
整
基
金
か
ら

１
０
０
０
万
円
ほ
ど
所
得

割
に
移
行
し
緩
和
措
置
を

と
っ
て
い
く
。
引
き
続

き
、
現
行
方
式
の
均
等
割

課
税
で
考
え
て
い
る
。

問 問町
民
福
祉

課

長

税
務
課
長

負担金の負担軽減を
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一　般　質　問 一　般　質　問

阿
あ

部
べ

圭
けい

二
じ

 議員氷
ひ

室
むろ

裕
ひろ

史
し

 議員

給食費無償化で子育て支援を
答 関係課と検討していく

通学路の安全確保は
答 危険個所の点検を実施

道
路
整
備
の
優
先
順
位
は

答
生
活
道
路
整
備
評
価
基
準
を
基
に

フ
レ
イ
ル
対
策
に
補
聴
器
を

答
百
歳
体
操
で
予
防
に
努
め
る

　

道
路
整
備
の
要

望
は
、
地
域
・
個

人
を
問
わ
ず
町
民
か
ら
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
優
先
順
位
は
ど
の

よ
う
に
き
め
ら
れ
て
い
る

の
か
。

　

令
和
５
年
度

に
作
成
さ
れ
た

生
活
道
路
整
備
評
価
基
準

を
基
に
選
定
し
て
い
る
。

詳
細
な
評
価
基
準
項
目

は
、
道
路
網
と
し
て
の
重

要
度
、
居
住
割
合
、
利
便

性
、
緊
急
車
両
の
通
行
、

路
面
状
況
か
ら
な
り
、
評

価
配
点
方
式
に
よ
り
総
合

的
に
評
価
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
道
路
整
備
が

よ
り
公
平
性
と
透
明
性
の

確
保
さ
れ
る
も
の
に
な

る
。
ま
た
平
泉
町
総
合
計

画
の
「
実
施
計
画
」
の
作

成
に
も
反
映
し
て
い
く
必

要
性
も
認
識
し
て
い
る
。

　

町
道
樋
ノ
沢
大

佐
線
の
整
備
内
容

と
近
隣
の
町
道
の
改
良
・

舗
装
の
必
要
性
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

令
和
９
年
度

の
完
成
を
目
指

し
、
町
道
樋
ノ
沢
大
佐

線
と
町
道
大
佐
３
号
線

を
合
わ
せ
て
幅
員
５
ｍ
、

６
４
０
ｍ
に
わ
た
っ
て
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
で
整
備

す
る
。
隣
接
す
る
大
佐
３

号
線
も
要
望
路
線
で
あ

り
、
現
在
は
幅
員
３
ｍ
以

下
の
砕
石
道
路
で
あ
り
、

緊
急
車
両
通
行
の
観
点
か

ら
も
整
備
は
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

問

問

町

長

町

長

令和9年度完成予定の大佐3号線 子どもに無償で給食を

難聴者でも百歳体操を

歩行者の安全確保を（町道倉町線）

　

平
泉
町
通
学
路

交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
、
町
道
倉
町
線

に
児
童
と
車
の
接
触
の
危

険
性
が
あ
る
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。
道
路
改
良
の
予

定
も
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
現
状
は
。

　

危
険
性

は
認
識
し
、

１
０
０
ｍ
ほ
ど
の
歩
道
の

設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

予
算
は
ま
だ
計
上
し
て
お

ら
ず
、
通
学
路
交
通
安
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
含
め
た

総
合
的
な
見
地
で
判
断
し

て
い
く
。

　

町
道
新
井
田
線

は
子
ど
も
の
通
行

が
多
い
反
面
、
防
犯
灯
が

少
な
く
夜
間
は
危
険
で
あ

る
。
防
犯
灯
を
増
設
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

安
全
確
保

の
観
点
か
ら

も
可
能
な
限
り
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。

　

町
道
祇
園
線
の

黄
金
沢
か
ら
の
大

き
な
道
路
を
子
ど
も
た
ち

が
利
用
す
る
た
め
、
横
断

歩
道
の
設
置
が
必
要
と
あ

る
が
、
今
後
の
展
望
は
。

　

公
安
委
員

会
の
調
査
の

結
果
、
道
路
を
横
断
す
る

児
童
生
徒
数
が
少
な
か
っ

た
た
め
、
設
置
は
見
送
り

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
少

数
な
が
ら
横
断
す
る
児
童

は
い
る
た
め
、
引
き
続
き

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問

問 問

建
設
水
道

課

長

建
設
水
道

課

長

建
設
水
道

課

長

道路は生活の上で、不可欠であり道路は生活の上で、不可欠であり
ながら危険をはらんだものでもあながら危険をはらんだものでもあ
ります。安全確保は急務です！ります。安全確保は急務です！

　

学
校
給
食
費
無

償
化
は
、
全
国
の

自
治
体
に
広
が
り
、
国
の

認
識
を
変
え
て
き
た
。
当

町
も
無
償
化
を
実
現
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

経
済
的
に
給

食
費
の
支
払
い

が
困
難
な
家
庭
は
存
在
し

て
い
る
。
物
価
高
騰
の
た

め
、
保
護
者
の
負
担
は
過

大
と
な
り
、
賄
い
材
料
代

の
増
額
分
を
負
担
し
、
給

食
費
の
値
上
げ
し
な
い
よ

う
努
め
て
き
た
。
給
食
費

無
償
化
は
課
題
を
整
理

し
、
関
係
課
と
研
究
を
進

め
て
い
く
。

　

県
内
で
11
の
市

町
村
が
、
全
国
で

も
３
割
に
近
い
市
町
村
が

学
校
給
食
費
無
償
化
を
始

め
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
の
合
計
特

殊
出
生
率
（
１
人
の
女
性

が
産
む
子
ど
も
の
数
）
は

０
・
98
で
あ
る
。
子
ど
も

を
増
や
す
に
は
、
学
校
給

食
費
無
償
化
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

無
償
化
自

治
体
は
、
子

育
て
支
援
と
い
う
形
で

や
っ
て
い
る
。
各
課
と
検

討
し
て
い
く
。

問

問

町

長

教
育
次
長

　

日
常
生
活
を
快

適
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
補
完
す

る
も
の
が
補
聴
器
で
あ

る
。
補
聴
器
の
補
助
自
治

体
は
増
え
て
い
る
が
、
当

町
の
考
え
は
。

　

難
聴
の
防
止

に
は
、
生
活
習

慣
病
対
策
が
重
要
で
あ
る
。

　

加
齢
性
難
聴
は
、
認
知

症
や
「
う
つ
」
の
リ
ス
ク

を
高
め
る
た
め
、
補
聴
器

購
入
の
費
用
助
成
を
実
施

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
し
か
し
、
補
聴
器
で

認
知
症
が
予
防
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
社
会
的
孤

立
の
予
防
が
認
知
症
の
予

防
策
と
し
て
重
要
で
あ

る
。

60
代
後
半
の
３

分
の
１
、
75
歳
以

上
３
分
の
２
が
、
加
齢
性

難
聴
に
該
当
す
る
。
介
護

予
防
、
フ
レ
イ
ル
対
策
と

し
て
も
補
聴
器
を
使
い
、

元
気
な
う
ち
か
ら
予
防
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
か
。

　

認
知
症
に

は
予
防
と
共

生
が
必
要
で
あ
る
。
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
も

重
要
で
あ
る
。
難
聴
に
限

ら
ず
「
百
歳
体
操
」
は
重

要
で
あ
り
地
域
の
皆
さ
ん

と
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
フ
レ
イ
ル･･･

加
齢
に

伴
い
、
心
身
の
活
力
が

低
下
し
た
状
態
を
指

す
。

問問 町

長

保

健

セ
ン
タ
ー
長

５年平均の合計特殊出生率５年平均の合計特殊出生率
は金ケ崎町が県内１で、給は金ケ崎町が県内１で、給
食費無償化を始めました。食費無償化を始めました。
平泉町こそが行うべきでは平泉町こそが行うべきでは
ないでしょうか。ないでしょうか。
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常任委員会活動計画

石
いし

神
がみ

和
わ

歌
か

子
こ

さん（平泉字倉町）

　年々人口は減少し、空き家・空き店舗
が増え、活気が薄れています。平泉町の
特徴を活かした若者の住みたくなる持続
的な移住・定住対策をして欲しいです。

受託事業者の変更を
問：ふるさと納税の受託事業者の変更につ
いて。

答：委託して３年を経過し、新たに事業者
を募り３件によるプロポーザルの結果、
新事業者が決定した。

問：事業者変更の経緯は。
答：納税額の成果が伸び悩んでいた。新事
業者は委託料減額の条件もあり、今後は
目標額5,000万円とし運営サイトの追加
などにより納税強化に取り組む。

景観条例の見直しの進捗状況は
問：今後の具体的な条例の見直しに向けたスケ
ジュールは。

答：５月16日に都市計画マスタープランを発注し
ている。これから、打ち合わせを行い、進め
ていく。

問：産業建設常任委員会として出した17項目の
提言書をしっかりその打ち合わせの中に反映
されるのか。

答：その内容も含めて、都市計画マスタープラン
に反映していく。

新たな企業誘致を
問：大平土取り跡地への新しい工業団地の
検討は行っているのか。

答：国道４号線の４車線化に合わせた整備
を検討している。

問：スマートインター周辺の土地開発につ
いては。

答：経済状況が持ち直してきた現在、当初
予定していた事業者参入について、今年
度中に話し合いを進める予定である。

農福連携で人手不足解消へ
問：14区に開所した「ねぎまーる」は、農福連携
事業だが、当町は携わっていないのか。

答：事業は、５月に開所したばかりで認識はして
いるが、必要であれば今後協議をしていくこ
とになる。

町のLINEなどで周知徹底を
問：スマートインターチェンジ駐車場でのイベン
ト情報の周知方法は。

答：今年４月２回開催され、今後も３件ほど協議
を受けている。周知は、町のホームページに
掲載している。

問：町が発信しているフェイスブックや、地域お
こし協力隊が開設したＬＩＮＥなどを活用し
た町の情報発信ツールを使って、より積極的
な周知方法を検討すべきでは。

答：周知方法については不足している認識はあ
る。予算の関係もあるが、今後検討する。

所管事項への質疑所管事項への質疑

所管事項への質疑所管事項への質疑

新たな工業団地を

産業建設
常任委員会

総務教民
常任委員会 調査テーマ

駐車場の活用を

人口減少対策について

景観条例の見直しを早急に景観条例の見直しを早急に
　歴史ある平泉の景観を
継承するために規制は必
要ですが、これから平泉
に家を建てて住みたいと
いう若い世代の意欲を削
ぐほど厳しい制限は住み

づらい町になるだけなので、民意に沿った見
直しと段階的にでも緩和していくような条例
に改正にしてもらいたい。
……………………………………………………

石
いし

川
かわ

祐
ゆう

規
き

さん（長島字野田）

町民町民のの声声

委員会では調査テーマの他に、所管事項への質疑も行っています。

町民町民のの声声

平泉のアピールを

調査テーマ
１．社会基盤整備
２．農 業 振 興 策
３．観光・産業振興策
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研修概要

防災意識の向上を
　５月24日、ホテルグランドプラザ
浦島において、栗原市、登米市、一
関市、平泉町の議員が集まり「自治
体DX」「防災・減災に向けた取組
について」等についての研修が行わ
れました。

これからの地方自治は
　５月31日、岩手県自治会館におい
て「超高齢・人口減少社会における自
治体経営」「これからの町村議会議員
のあり方」等について研修を受けまし
た。特に議員定数・報酬のあり方の取
り組みについて学びました。

議会も環境整備に
　６月23日、平泉町議会と事
務局で高舘橋西側の清掃を行
いました。20年以上前から清
掃は毎年行われており、今後
も環境美化整備に努めてまい
ります。

自治体間の横のつながりを

地方自治は課題が様々

事務局も参加しての環境整備

議会だより

モニター
コーナー

前号（183号）について前号（183号）について
モニターの皆様からモニターの皆様から
ご意見をいただきました。ご意見をいただきました。

　前号から議会だよりはカラーになり、今回は特に配色面でのご意見を多
くいただいた気がします。広報広聴委員会としても今後の課題として改善
していきたいと考えています。まだまだ全体的な構成、町民の皆様を惹き
つけるための特集記事等、試行錯誤の段階ですが、今後もより良い議会だ
よりの作成に向け、取り組んでまいります。

厳しくも愛のある意見が

よよりり良良 町町いい のの民民 暮暮らしらしののためにために
　平泉町議会では、近隣市町村と連携し、行政課題を共有しています。
また、合同で研修を行い、各議員の問題意識の醸成を図っています。

眞
ま

籠
ごめ

智
とも

子
こ

さん
•字が小さすぎると読みにくい。
工夫が必要では。

•議会への関心を引き付ける構成
になっており良い。

鈴
すず

木
き

節
せつ

郎
ろう

さん
•まだ文字が小さく読みづらい箇
所がある。

•ＱＲコードの活用は非常に便利
で良い。

河
こう

野
の

綾
あや

華
か

さん
•全体的に色の使い方にもう少し
工夫が欲しい。

•一般質問は、まとまりがあって
良かった。

浅
あさ

利
り

清
きよ

廣
ひろ

さん
•議員紹介は公約の他に経歴等の
情報も欲しかった。

•請願のその後が記載されている
のが良かった。

小
こ

岩
いわ

義
よし

典
ふみ

さん
•議会構成は写真を除いて、氏名
だけでも良いのでは。

•予算について各委員の意見が記
載されているのが良い。
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町民の皆様のご意見・ご要望をお待ちしています。

議会だよりは再生紙を使用しています

こ
れ
ま
で
の
議
会
だ
よ
り

の
編
集
作
業
に
加
え
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
声
を
拾
う

役
割
も
担
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
新
設
さ
れ
た
常

任
委
員
会
と
い
う
こ
と

で
、
ま
だ
ま
だ
手
探
り
な

部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
福
祉
向
上

と
い
う
最
大
の
目
標
に
向

け
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

氷
室
裕
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ひ
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い
ず
み
議
会
だ
よ
り
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TEL 0191-34-5595　
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i.iw
ate.jp

表紙の 介紹 「平和の精神 守り伝えて」
　平泉ユネスコ協会文化財愛護少年団の歴史
は古く、昭和48年に結成、51年間にわたり、
ユネスコ憲章に基づいた様々な活動を行って
います。
　現在団員は平泉小学校の４年生から６年生
までの10名です。
　昨年からは浄法寺小学校天台寺文化財保存
会の子ども達と交流が始まり、お互いの文化
財の見学、勉強会などを行っています。
　また毎年８月15日の「平和の鐘を鳴らそ
う」運動では中尊寺本堂の梵鐘を世界平和の
祈りを込めて打鐘しています。
　「世界が平和で穏やかになりますように」
「みんな笑顔で暮らせますように」など、一
人一人がメッセージを読み上げ、世界遺産の
日に相応しい願い、宣言文になりました。

平泉町議会史を販売します

編集スタッフ
委

員

委

員

委

員

委

員

副
委
員
長

委
員
長

升
沢　

博
子

阿
部　

圭
二

千
葉
多
嘉
男

小
埜
寺　

享

大
友　

仁
子

氷
室　

裕
史

　

４
月
の
改
選
後
に
議
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会

は
、
新
メ
ン
バ
ー
と
な

り
、
新
た
に
広
聴
の
役
割

を
加
え
て
広
報
広
聴
常
任

委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。

代表の平泉小学校6年、代表の平泉小学校6年、藤藤
ふじふじ

原原
わらわら

颯颯
そうそう

さん、さん、金金
かねかね

田田
たた

秋秋
あきあき

人人
とと

さんさん

　平泉町議会史第二巻を発行しまし
た。本史は、昭和62年１月から令和
５年12月31日に至る37年間の平泉町
議会の記録及び資料を収録いたしま
した。

【価格表】
名　　称 価　格 規　格（縦×横×厚さ） 発　行

議会史　第二巻 6,000円
26.5㎝×19㎝×3.5㎝

令和６年３月

議会史　セット
（第一巻・第二巻） 10,000円 （第一巻）

昭和62年11月

☆議会史の購入方法について☆
　購入希望の方は、下記販売窓口に直接お越しいただくか、申
込書と代金及び送料を同封の上、現金書留によりお申込みくだ
さい。（１冊）520円、（２冊）700円～ 1,630円（地域によ
り金額が変わります。）で発送させて頂きます。

平泉町議会事務局 ℡0191－34－5595
お問い合わせ先


